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シ
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ア
拡
大
に
注
力


年
度
売
上
高

億
円
目
標
古河電気工業

　
古
河
電
気
工
業
は

自
社
開

発
し
た
高
機
能
型
低
圧
ア
ル
ミ
導
体
Ｃ
Ｖ
ケ

ブ
ル
﹁
ら
く
ら

く
ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル
﹂
の
接
続

処
理
を
一
貫
し
て
行
え
る
﹁
ら

く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル
シ
ス

テ
ム
﹂
‖
イ
メ

ジ
図
‖
の
シ


ア
拡
大
に
力
を
注
ぐ

専
用

サ
イ
ト
の
開
設
や
講
習
会
を
開

き
普
及
活
動
に
努
め
る

ゼ
ネ

コ
ン
な
ど
へ
の
営
業
活
動
に
力

を
入
れ
２
０
２
４
年
度
ま
で
に

売
上
高

億
円
を
目
指
す


　
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル

シ
ス
テ
ム
は

ア
ル
ミ
導
体
専

用
端
子
や
分
電
盤
に
取
り
付
け

る
た
め
の
ア
ル
ミ
端
子
台

絶

縁
体
と
ア
ル
ミ
導
体
の
酸
化
被

膜
を
同
時
に
剝
離
す
る
専
用
工

具
な
ど
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提

供
す
る
専
用
サ
イ
ト︵https

//w
w
w
.rakuraku-alum

i.
com
/

︶も
設
け
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ

ブ
ル
や
関
連
部
材


工
具
な
ど
一
連
の
ア
ル
ミ
関
連

製
品
の
仕
様
や
特
徴
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る

２
月
に
は
古
河

電
工
産
業
電
線
︵
東
京
都
荒
川

区
︶
の
平
塚
工
場
︵
神
奈
川
県

平
塚
市
︶
に
あ
る
技
能
訓
練
セ

ン
タ

を
開
設

ア
ル
ミ
導
体

の
接
続
処
理
の
施
工
講
習
会
を

行

て
い
く


　
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル

は

建
物
の
屋
内
配
線
に
使
わ

れ

従
来
の
銅
製
Ｃ
Ｖ
ケ

ブ

ル
に
比
べ
軽
量
で
柔
ら
か
く


ア
ル
ミ
導
体
を
覆
う
絶
縁
体
も

剝
ぎ
取
り
や
す
い

通
電
容
量

が
同
等
の
銅
製
Ｃ
Ｖ
ケ

ブ
ル

と
比
較
し
た
場
合

ら
く
ら
く

ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル
は
サ
イ
ズ
が

大
き
く
な
る
も
の
の

約

％

の
軽
量
化
を
実
現
し
て
い
る


　
ヨ
ド
バ
シ
梅
田
タ
ワ

︵
大

阪
市
北
区
︶
の
新
築
工
事
で
採

用
さ
れ

幹
線
工
事
の
作
業
時

間
を

％
削
減
し
た

タ
ワ


ク
レ

ン
電
源
工
事
の
作
業
時

間
は
銅
製
Ｃ
Ｖ
ケ

ブ
ル
に
比

べ

％
削
減
で
き
た


　
通
常
は
作
業
員
が
５
人
必
要

な
と
こ
ろ

ら
く
ら
く
ケ

ブ

ル
は
３
人
で
作
業
で
き
省
人
化

に
も
効
果
を
発
揮
し
た

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